
事 業 報 告 提 出 用
書式第 12号 (法第28条関係 )

令和3年度事業報告書

特定♯営利活動法人 相原 JAO会

1 事業の成果
令和 3年度はコロナ過で緊急事態宣言が継続するなか、ボランティア参加者の健康に留意しつつ

炭焼き事業や地域社会の活性化に資する活動をいたしました。

炭焼き事業は町田市の相原中央公園を主な活動拠点に、公園周辺の雑木林や竹林の伐採・枝剪定

等で伐採したクヌギやコナラ・竹材を使い、出来上がった木炭や竹炭さらに木酢液・竹酢液を広く

一般市民に提供することで、環境保全にも寄与いたしました。また、他の団体とも連携してボラン

ティア活動の範囲を広げ、町田市から譲り受けたミニ SLの乗車体験イベントを行い、近隣の子供

たちに楽しんでもらう活動、さらに竹灯籠 (竹あかり)の制作及びさくら祭 りや相原駅への展示を
通じて、地域社会の活性化に貢献いたしました。

これらのボランティア活動を通じて、参加した高齢者が健康で活き活きと活躍する場の提供と、

地域の活性化に寄与する活動をいたしました。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定♯営利活動に係る事業 (事業費の総費用 235千円)

その他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

定款に記載
された事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数
受益対象
者範囲

受益対象
者人数

事 業 費
(千円)

草刈り・剪定

事業

相原中央公園内の草刈り

及び枝の剪定・樹木伐採
随時

相原中央

公園
100人 相原地域 15,000人 87

竹林保全事業 相原地域の竹林の伐採 11月 相原地域 10人 相原地域 15,000人 9

炭焼き事業
伐採した樹木及び竹材の

炭焼き

4月及び
12～3月

相原中央

公園
160人 相原地域 15,000人 139

定款に記載
された事業名

事業内容 日時 場所 従事者

人数

事
＜
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書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 活動計算書 (その他事業がない場合)
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 相原 JAO会

金  縮 小 計・ 合 計

65,000
■ は ,

110,000
110.0(X)

受取補助金

受取利息

3

4

0 そ

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金
施設等受入評価益

事業収益
事業収益

115,960
115,960

290.960

15,936

1■ 936

12,639

196,5“
9,703

a&891

234027

59,689
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(2)

イベン

役員報酬
給料手当
退職給付費用
福利厚生費

消耗品費
水道光熱費
通信運搬費
地代家賃
旅費交通費
減価償却費

給料手当
役員報酬
退職給付費用
福利厚生費

会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
印刷製本費
事業消耗品費
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204.引 6

A -3.556当 期 経 常 j

過年度損益修正益

C

災害損失
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書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 相原 JAO会

金

173,484

(1
2

2

(3) その

現金預金

未収金

棚卸資産

車両運搬具
什器備品

ソフ トウェア

借地権

敷金

長期貸付金

173484

173.484

【A】 資 産 合 計 ①+② 173.484

2

+

1

B-1

未払金

預 り金

長期借入金

退職給付引当金

177,040

-2 正 の

正

正 △3.556
173.484

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 173.

:‐■■■■口下稲冒年1■■■

:ク ■



書式第 16号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 相原 JAO会

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日  2011年 11月 20日 一部改正 NPO法 人会計基準
協議会)に よっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
(2)固定資産の減価償却の方法
(3)引 当金の計上基準
・ 退職給付引当金
・ その他の引当金
(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
(5)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は税込み方式により処理しております。

2.事業別損益の状況
(単位 :円 )

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4.使途等が制約された寄附金等の内訳

5.固定資産の増減内訳

6.借入金の増減内訳

7.役員及びその近親者との取引の内容

8 その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために
.必 要な事項
・事業費と管理費の按分方法
。その他の事業に係る資産の状況

科 目
事業 事業 事業 事業

事業部門計 管理部門
■
―
〓́
ロ
〈
ロ

I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
5.その他収益
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬

退職給付費用

福利厚生費

人件費計
(2)そ の他経費
会議費
旅費交通費
施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

その他経費計
経常費用計

当期経常増減額



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和 3年度 財産目録
事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 相原 JAO会
〔単位 :円 |

●   綺 ′卜   11[ 合   計

現金預金
手元現金

ゆうちょ銀行銀行普通預金
114,593
58,891

未収金

棚卸資産

1

2
1

車両運搬具

什器備品

(2)
ソフトウェア

3
敷金

長期貸付金

【A】 責 産 合 計 ①+② 173.404

-1
1

未払金

預り金

長期借入金

退職給付引当金

【B-1】 負 債 合 計 ③+④

【8-2】 正 味 財 産 合 言十 【A】 ― 【B-1】 173.484

【1
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 3年度年間役員名簿 (前事彙年度において投■であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所エ
びにこれらの者についての前事業年度における颯目の有無を記載した名簿 )

宣趣壁塾屋 1塾五生」週虹△堅箋______

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
Z各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬 を受 けた期間

(該当者のみに記入)
氏    名

1 理事 監事

タニイ マナノブ 令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

■=  月   日

年  月  日谷井 政信

2 ・監事理事

モ リヤ マツノリ
令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日守屋 松則

3 監事理事

イトウ カズオ
令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月 日

日月伊藤 和雄

4 ・監事

フジモリ ノリオ
令和3年 4月 1日

令和4年 3月 31日

年

年

月

月

日

日藤森 宜雄

5 監 事

クラミツ アツシ
令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年  月  日

年  月  日倉 光 陸

6 ・監事

シモモ ト タケオ
令和 3年7月 31日

令和4年 3月 31日

年

年

月   日

月   日下元 武夫

7 理事 監事

マチダ ミツオ
令和3年4月 1日

令和3年7月 31日

年

年

月 日

日月町田 光男

8 理 事 監 事

ヒラノ コウジ
令和3年4月 1日

令和4年 3月 31日

年   月   日

年 月 日平野 功

9 理事・監事
年 月

年 月

日

日

年  月  日

年  月  日

10 理事・監事
年 月

年 月

日

日

年

年

月   日

月 日



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿 )

活動法人 相原JAO会

氏   名

1 谷井 政信

2 守屋 松則

3 伊藤 和雄

4 藤森 宜雄

5 倉光 陸

6 下元 武夫

7 町田 光男

8 平野 功

9 原田 昌一

10 岡 泰道

11 小池 博満

12 久保田 貞夫


